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神奈川県内河川におけるヨシノボリ属魚類の分布

齋藤 和久・金子 裕明・勝呂 尚之・大竹 哲男

Kazuhisa Saitou, Hiroaki Kaneko, Naoyuki Suguro and Tetsuo Otake:  
Distributions of Fishes of the Genus Rhinogobius

in the Rivers of Kanagawa Prefecture

Abstract.  The distributions of fresh-water goby, the genus Rhinogobius were investigated at 181 
stations in 25 rivers of Kanagawa Prefecture.  As the result, 7 species (Rhinogobius giurinus, R. 
sp. CB, R. fluviatilis (=R. sp. LD), R. sp. CO, R. brunneus (=R. sp. DA), R. kurodai (=R. sp. OR), R. 
flumineus were collected from 100 stations.  Each species occurred at high frequency in order of R. 
sp. CB, R. fluviatilis, R. kurodai, R. giurinus, R. sp. CO, R. flumineus.  By contraries, R. brunneus 
were extremely rare, and it was recorded only from three rivers in the Miura Peninsula .

進められているので，最新の知見によるヨシノボリ属魚
類の分布状況を明らかにすることは，県内の魚類相の変
化を正確に把握するためにも重要であると考えられる。
　今回，県東部の多摩川から県西部の千歳川まで，神奈
川県の広い範囲で魚類調査を行った。その結果，最新の
ヨシノボリ属魚類の分布の概要が明らかになったので報
告する。なお，本調査は，かながわ水源環境保全・再生
実行５か年計画に基づく河川のモニタリング調査および
緊急雇用創出事業交付金の一環として実施された。

調査場所および調査方法
　調査は 2008年から 2010年までの夏季（7月～ 8月）
と冬季（12月）に分け，延べ 135日間（表 1），県内の
多摩川，鶴見川，帷子川，大岡川，宮川，侍従川，平作川，
松越川，下山川，森戸川（葉山），田越川，滑川，神戸川，
境川，引地川，相模川，金目川，葛川，中村川，森戸川（小
田原），酒匂川，山王川，早川，新崎川および千歳川の
25河川 181地点で行った。各調査地点の位置および地
点名を図 1および表 1に示した。各地点の調査範囲は原
則 50ｍ，調査人員は 3～ 4名により調査時間を 30分
として，瀬や淵などの様々な環境区分について実施した。
採集にあたっては，主にエレクトリック・フィッシャー
（SMITH-ROOT社製 LR-24型），Fish SHOCHER 
III（フロンティアエレクトリック社製），投網（18節
および 26節），手網（開口 350mm×350mm）を用いた。
　採集した魚類は現場で種の同定を行い，写真撮影を行っ

はじめに
　ヨシノボリ属は，日本では全国の河川や湖沼に広く分布
するハゼ科魚類である。これまで本属魚類は学名が混乱し，
外部形態や生態などから型による種の区分がされてきた。
水野（1989）は，ヨシノボリ類（学名の確定しているゴク
ラクハゼ Rhinogobius giurinus およびカワヨシノボリ R. 
flumineus を除いたヨシノボリ属魚類の総称）の 9型に新
和名を提唱し，その後，色斑，生態，遺伝子などの検討によっ
て，オガサワラヨシノボリ R. sp. BI，シマヒレヨシノボリ 
R. sp. BF，トウカイヨシノボリ R. sp. TOおよびビワヨ
シノボリ R. sp. BWの 4種が新たに認識されている（明仁
ほか , 2000; 鈴木ほか , 2010; 鈴木・坂本 , 2005; 鈴木ほか , 
2004）。その結果，これまでにヨシノボリ属魚類は，15種
が報告されている。また，オオヨシノボリ R. fluviatilis (=R. 
sp. LD)，クロヨシノボリ R. brunneus (=R. sp. DA) およ
びトウヨシノボリ R. kurodai (=R. sp. OR) の 3種は，タ
イプ標本の精査などにより学名が確定した（van Oijen et 
al., 2011; 鈴木・陳 , 2011）。
　神奈川県内では，15種のヨシノボリ属魚類のうち，最
近までゴクラクハゼを含め 6種が確認されていたが（木
村・齋藤 , 1995），その後，鶴見川水系でカワヨシノボリ
が確認され（樋口・福嶋 , 2007），県内では合計 7種の
ヨシノボリ属魚類が記録されている。しかし，県内のヨ
シノボリ属魚類の分布情報は，断片的なものだけで，詳
細に実施されたものはない。また，現在ヨシノボリ属魚
類は，新たに認識された種が追加されるなど分類研究が
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図 1．調査河川の位置と調査地点．数字は調査地点を表し，表 1の地点番号と同じ．

た後放流した。同定の困難なものについては，10％ホルマ
リン水溶液で固定して環境科学センターに持ち帰り，後日
同定を行った。種の同定，標準和名，学名および種の配列は，
中坊 編（2000）に準拠し，オオヨシノボリおよびトウヨ
シノボリの学名は鈴木・陳（2011），クロヨシノボリの学
名は van Oijen et al. (2011) に従い，シマヒレヨシノボリ，
トウカイヨシノボリおよびビワヨシノボリの標準和名およ
び学名は，鈴木ほか（2010），鈴木・坂本（2005）および
鈴木ほか（2004）に従い，配列は五十音順で行った。

結果および考察
調査地点の環境
　調査地域の河川は，相模湾に流入する県西部の西湘地
域，県中央部の湘南地域，県東部の三浦半島地域および東
京湾に流入する東京湾地域の 4地域に大別できる（図 2）。
西湘地域には，箱根山地，富士山麓，丹沢山地を源とす
る早川，酒匂川など規模の大きな河川や足柄平野を流れ
る多くの用水路がある。湘南地域には，流程 100kmを超
える相模川を中心に金目川，境川などの中小河川がある。
三浦半島地域には，流程 10km以下の小河川が点在する。
東京湾地域には，流程 100kmを超える多摩川や流域面積
規模の大きな鶴見川や都市部を流れる中小河川がある。
　調査場所を可児（1944）による河川形態で分類する
と，Bb型が最も多く 67地点，次いで Aa型が 47地
点，Aa-Bb移行型が 45地点，Bb-Bc移行型が 11地点，
Bc型が 9地点，その他が 2地点であった（表 1）。今回
の調査は，河口から源流域までを対象としたが，河川の
中上流域の形態を示す地点が多く，下流域の形態を示す
地点が少ないのが特徴であった。また，調査場所の標高

は，Aa型が約 20～ 800mの範囲にあり，Aa-Bb移行
型は約 5～ 490m，Bb型は約 1～ 660m，Bb-Bc移
行型は 1～ 70m，Bc型は 3～ 8m，その他分類不可が
約 40～ 150mであった。上流域の形態を示す地点も比
較的標高が低いのが特徴であった。
出現したヨシノボリ属魚類の分布
　今回の調査で，ヨシノボリ属魚類は 7種が記録された
（表 2，図 2）。また，本属魚類は，100地点で記録され（図
2），全調査地点（181地点）の約 55％に出現した。ヨ
シノボリ属魚類が出現しなかった河川は，多摩川，宮川
および侍従川の 3河川で，全て東京湾地域であった。ま
た，丹沢山地の宮ヶ瀬ダムおよび三保ダムのダム湖流入
河川でも出現しなかった。
　河川別のヨシノボリ属魚類の出現を表 3に示す。5種出
現が最も多く，県中央部から県西部の規模の大きな河川で
みられ，出現種の組み合わせは，ゴクラクハゼ，シマヨシ
ノボリ，オオヨシノボリおよびトウヨシノボリの 4種が共
通してみられた。本属の出現種数は県東部の河川で少なく，
県西部の河川で多い傾向が見られ，特に東京湾地域は，出
現種数が少なく，さらに出現種が限られることがわかった。
　ヨシノボリ属魚類の共存状況は，地点別では単独出現
から 4種出現までみられた。単独，2種および 3種出現
の組み合わせと出現地点数を図 3に示す。なお，4種出
現は，西湘地域の 2河川の最下流の地点でみられた。主
に川の中流から下流域に出現するゴクラクハゼとシマヨ
シノボリの両種と主に川の中流から上流域に出現するオ
オヨシノボリとルリヨシノボリの両種の組み合わせのみ
で，そのほかの組み合わせでは出現しなかった。
　以下に，種ごとの分布状況を述べる。



表 1．調査河川・地点名，調査日と河川形態



図 2．ヨシノボリ属魚類の分布．●印は出現地点を表す．
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表 2．地点別ヨシノボリ属魚類の出現魚種

表 3．河川別ヨシノボリ属魚類の出現種数
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図 3．ヨシノボリ属魚類の組み合わせ別
出現地点数．

から（上原 , 1980），東京湾の内湾にある河川にはほ
とんど出現しないものと考えられる。
　他のヨシノボリ属との共存状況は，単独が最も多く
21地点，次いで多いのはゴクラクハゼとの 2種共存
が 9地点であった。シマヨシノボリは，単独での出現
が多いといわれており（上原 , 1984），県内において
もその傾向が顕著にみられた。

3 オオヨシノボリ Rhinogobius fluviatilis Tanaka
　オオヨシノボリは，シマヨシノボリに次ぐ 13河川 35
地点で採集された（図 2）。西湘および湘南地域の比較
的流程の長い河川の中流から上流域にかけて出現した。
また，ダム湖上流の河川からも出現した。本種は陸封さ
れる個体も多いことから（水野 , 1989），ダム湖上流の
個体は陸封された個体と考えられる。東京湾地域では，
平作川の 1河川でのみ出現した。本種の分布もシマヨシ
ノボリと同様に，黒潮の流れる沿岸の河川に限られると
いう黒潮依存的な特徴はないといわれているが（上原 , 
1984），流程の長い急流を好むという生態が知られてい
ることから（上原 , 1980），流程が短く，急流の少ない
三浦半島地域では出現しなかったものと考えられる。
　他のヨシノボリ属魚類との共存状況は，単独出現と
ルリヨシノボリとの 2種共存がともに 6地点で最も多
かった。
　本種は，県 RDBでは準絶滅危惧に選定されている
（勝呂・瀬能 , 2006）。
4 ルリヨシノボリ Rhinogobius sp. CO
　ルリヨシノボリは，西湘および湘南地域の県西部
の 8河川 18地点から採集された（図 2）。今回県東
部からは採集されていないが，過去には，相模川水系
および三浦半島地域から少数の記録がある（林ほか , 
1984; 勝呂・安藤 , 1996; 齋藤・林 , 1999）。ルリヨ
シノボリは黒潮の流れに沿った分布様式をとること
（上原 , 1984），川の中流から上流域の急流を好むこと
（水野 , 1989）が知られており，このような条件を満
たしているため県西部に分布域が偏ると考えられる。
　他のヨシノボリ属魚類との共存状況は，オオヨシノ
ボリとの 2種共存が 6地点で最も多く，次いで多いの
はシマヨシノボリとの 2種共存の 5地点であった。
　本種は，県 RDBでは準絶滅危惧に選定されている
（勝呂・瀬能 , 2006）。
5 クロヨシノボリ

Rhinogobius brunneus (Temminck and Schlegel)
　クロヨシノボリは，三浦半島地域の 3河川 3地点か
ら採集された（図 2）。ヨシノボリ属魚類のなかでは，
最も少ない出現地点数であった。また，本種が出現し
た 3河川は，流程 10km未満の小河川で，ゴクラクハ
ゼとシマヨシノボリも記録され，流程分布は，上流域
の Aa型およびAa-Bb移行型にのみ出現し，シマヨシ
ノボリと共存していた。本種は，太平洋側の黒潮の流
れの影響を直接受ける地域に生息することが知られて
いる（上原 , 1984）。今回の調査結果も同様の分布傾向

1 ゴクラクハゼ Rhinogobius giurinus (Rutter)
　14河川 21地点で採集された（図 2）。西湘，湘南
および三浦半島地域の相模湾流入河川の多くから記録
され，東京湾地域からの記録は平作川のみであった。
本種は，汽水域や河川の下流域に生息するとされてい
るが（辻 , 1989），相模川では，寒川取水堰より上流
の地点でも記録された。過去，県内からの記録は少な
かったが，近年多くの河川から記録されている（萩原・
齋藤 , 1999; 永井ほか , 2005; 萩原ほか , 2008）。
　他のヨシノボリ属魚類との共存状況は，シマヨシノ
ボリとの 2種共存が最も多く 9地点，次いでシマヨシ
ノボリとオオヨシノボリの 3種共存が 4地点でみられ
た。2種共存は，両種とも川の中流から下流域に生息
する分布様式を示すことから，最も多く出現したもの
と考えられる。3種共存は，湘南地域の河川の中流か
ら下流域でみられた。
　本種は，神奈川県レッドデータ生物調査（以下，「県
RDB」）では準絶滅危惧に選定されている（勝呂・
瀬能 , 2006）。

2 シマヨシノボリ Rhinogobius sp. CB
　シマヨシノボリは，ヨシノボリ属のなかでは最も多
くの 18河川 60地点で採集された（図 2）。主に河川
の中下流域に出現した。西湘，湘南および三浦半島地
域の相模湾全流入河川（18河川）で出現したが，東
京湾地域の東京湾に流入する全河川（7河川）からは
記録されなかった。また，ダム湖上流の河川にも出現
しなかった。本種の分布は，関東平野などの大きな平
野部には少ないといわれ（水野 , 1989），また，東京
湾沿岸域では房総半島の中・南部のみに分布すること
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を示していたと推測されるが，三浦半島の付け根に位
置する 3河川のみに出現したことは，黒潮の流路や河
口域の地形が出現に影響を与えた可能性が示唆される。
過去には，同地域の小河川でも確認されており（林ほか , 
1984; 相模湾海洋生物研究会 , 1995; 瀬能 , 2007），本
地域ではある程度恒常的に出現するものと考えられる。
　他のヨシノボリ属魚類との共存状況は，シマヨシノ
ボリとの 2種共存の 2地点，ゴクラクハゼとシマヨシ
ノボリとの 3種共存の 1地点であった。単独での出現
やシマヨシノボリ以外の種との組み合わせは見られな
かった。なお過去の調査では，単独での出現が記録さ
れていた（瀬能 , 2007）。
　本種は，県 RDBではオオヨシノボリおよびルリヨ
シノボリと同様に準絶滅危惧に選定されているが（勝
呂・瀬能 , 2006），今回の調査では，三浦半島地域の
3河川で 16個体が採集されただけであった。過去に
採集の記録のある西湘地域で確認されなかったことを
考え合わせると，県内のヨシノボリ属魚類の中では最
も絶滅の危機が高いものと考えられる。

6 トウヨシノボリ Rhinogobius kurodai (Tanaka)
　トウヨシノボリは，8河川 27地点から採集された（図
2）。西湘地域から東京湾地域までの県内の広い地域に
出現した。出現地点は多いが，出現河川が少なく，同
一の水系に出現する傾向がみられた。トウヨシノボリ
は，陸封型と両側回遊型が知られ，また，ヨシノボリ
類のなかで最も変異に富み，その変異が型として細分
化されている（明仁ほか , 2000）。トウヨシノボリの生
態を明らかにするためには，各型の分布状況や陸封型
と両側回遊型の詳細な調査が必要と考えられる。なお
今回の調査では，橙色型および偽橙色型が確認された。
　他のヨシノボリ属との共存状況は，単独が最も多く
12地点，次いで多いのはシマヨシノボリとオオヨシ
ノボリとの 3種共存の 5地点であった。

7 カワヨシノボリ Rhinogobius flumineus (Mizuno)
　カワヨシノボリは，4河川 8地点から採集された（図
2）。本種は太平洋側では富士川以南に分布するとされ
ているが（水野 , 1963; 水野 , 1989），県内では鶴見川
水系で初めて確認された（樋口・福嶋 , 2007）。今回，
相模川，境川および大岡川の 3河川から新たに記録さ
れた。出現地点は，川の中流から上流域で，本種の分
布傾向（水野 , 1989）と一致していた。
　神奈川県におけるカワヨシノボリの分布は，本種が純
淡水魚であることから，人為的なものと考えられる。ま
た，本種の確認時期がごく最近であること，都市河川で
ある鶴見川や大岡川などで確認されていることから，ア
ユ等の水産重要魚種の放流に伴う混入ではなく，ペット
としての飼育魚の放棄，あるいは何か目的を持った意図
的な放流の可能性が高い。相模川水系の道志川では，ト
ウヨシノボリと共存していることから，過去にトウヨシ
ノボリと記録されたもののなかにカワヨシノボリが誤同
定されている可能性もある。また，山梨県内の道志川で

は，加地ほか（2007）が本種のみを記録している。
　他のヨシノボリ属との共存状況は，単独が最も多く
5地点，次いで多いのはトウヨシノボリとの 2種共存
の 2地点であった。

ヨシノボリ属魚類の分布の特徴
　ヨシノボリ属魚類の分布の特徴を地域ごとに述べる。
西湘地域
　県西部の西湘地域からは，クロヨシノボリおよびカワヨ
シノボリを除いた 5種が記録された。特に，シマヨシノ
ボリ，オオヨシノボリおよびルリヨシノボリは，西湘地
域全ての河川から出現した。また，過去に西湘地域から
はクロヨシノボリが確認されているが（吉田ほか , 1986; 
石原 , 2001; 石原・山崎 , 2002），今回は記録されなかった。
トウヨシノボリの出現地点は少なかった。隣接する伊豆
半島西部のヨシノボリ属魚類の分布状況は，シマヨシノ
ボリ，ルリヨシノボリおよびクロヨシノボリが多くの河
川に分布し，シマヨシノボリとクロヨシノボリは共存し，
オオヨシノボリは少なく，トウヨシノボリとカワヨシノ
ボリは確認されていない（林ほか , 1982; 板井 , 1982）。
シマヨシノボリは，相模湾岸から伊豆半島西部まで，ル
リヨシノボリは県西部から伊豆半島西部まで広い範囲に
分布している。シマヨシノボリのこのような分布様式は，
川の大小に関わらず分布していることや，大きな平野部
には少ないという（水野 , 1989），分布傾向と一致してい
る。また，ルリヨシノボリは，黒潮の流れの影響を受け
るところや急流を好むとされ（水野 , 1989），この条件を
満たす伊豆半島西部から西湘地域にかけて分布する傾向
を示していると考えられる。西湘地域におけるヨシノボ
リ属魚類の分布様式は，シマヨシノボリ，オオヨシノボ
リおよびルリヨシノボリが主体をなしているといえる。
湘南地域
　県中央部の湘南地域からは，クロヨシノボリを除い
た 6種が記録された。特にシマヨシノボリは，本地域
全ての河川の下流から中流域のほとんどの地点に出現し
た。また，オオヨシノボリは多くの河川や地点で記録さ
れたが，ルリヨシノボリは金目川水系だけから記録され
た。過去には，相模川水系からクロヨシノボリおよびル
リヨシノボリが確認されているが，ともに採集個体数は
少ない（神奈川県淡水魚増殖試験場 , 1995; 勝呂・安藤 , 
1996）。また，相模川水系では本流ではトウヨシノボリ
が優占し，支流の中津川ではシマヨシノボリが優占して
いたが（神奈川県淡水魚増殖試験場 , 1995），その後，
1998年に宮ヶ瀬ダムの運用が開始されると，中津川でも
トウヨシノボリが優占するという魚類相の変化が起こっ
ている（蓑宮・安藤 , 2008）。湘南地域におけるヨシノ
ボリ属魚類の分布様式は，シマヨシノボリ，オオヨシノ
ボリおよびトウヨシノボリが主体であると考えられる。
三浦半島地域
　県東部の三浦半島地域からは，ゴクラクハゼ，シマヨ
シノボリ，クロヨシノボリおよびトウヨシノボリの 4種



92

が記録された。トウヨシノボリは１河川のみで記録され，
過去にも確認されていないため（林ほか , 1984; 相模湾
海洋生物研究会 , 1995），本地域では少ないと考えられ
る。三浦半島地域に出現するヨシノボリ属魚類の分布様
式は，シマヨシノボリが下流から上流域の広い範囲に出
現し，その下流域でゴクラクハゼ，その上流域でクロヨ
シノボリと共存するといえる。
東京湾地域
　東京湾地域からは，ゴクラクハゼ，オオヨシノボリ，ト
ウヨシノボリおよびカワヨシノボリの 4種が記録された
が，ゴクラクハゼとオオヨシノボリは，それぞれ東京湾
口に近い平作川の 1地点で出現しただけである。湾奥に
流入する規模の大きな多摩川からは記録されなかったが，
過去にはオオヨシノボリとトウヨシノボリが報告されて
いる（東京都環境局環境評価部 , 2003）。また，荒川およ
び江戸川からもオオヨシノボリとトウヨシノボリが報告
されているが（国土交通省河川環境データベース），1998
年に荒川から記録されたオオヨシノボリは，2003年の調
査では，ほとんどがトウヨシノボリだったことから，誤
同定である可能性が高い。鶴見川水系では，トウヨシノ
ボリとカワヨシノボリの 2種のみで，大岡川水系からは，
過去にシマヨシノボリが確認されている（横浜市環境科学
研究所 , 2009）。同じ東京湾岸の房総半島では，東京湾内
湾にトウヨシノボリ，外湾にシマヨシノボリおよびクロ
ヨシノボリが主に分布するとされている（上原 , 1980）。
　この結果，東京湾流入河川におけるヨシノボリ属魚類
の分布は，房総半島外湾を除き，トウヨシノボリが主体
であることが判明した。本属魚類の分布には，黒潮やそ
の分流の対馬暖流が影響を及ぼしていることが指摘され
ている（上原 , 1984, 1996）。東京湾内では，黒潮が直接
あたる房総半島南部にクロヨシノボリが分布し，黒潮の
影響がおよびにくい湾奥部や神奈川県側に分布するもの
は，トウヨシノボリが主体となっていた。また，越川ほか
（1985）によれば，宍道湖および中海におけるシマヨシノ
ボリ，クロヨシノボリおよびトウヨシノボリの分布には，
流入水域の塩分濃度が関わっており，トウヨシノボリが最
も塩分濃度の低い水域に流入する河川に出現するとされ
ている。東京湾内湾でトウヨシノボリが主体となるのは，
湾内の塩分濃度が影響を与えているものと考えられる。

まとめ
　県内のヨシノボリ属魚類の分布状況を表 4に示す。本
県に分布するヨシノボリ属魚類は 7種であり，県西部か
ら三浦半島にかけての相模湾地域の河川下流から中流域
ではシマヨシノボリを主体とし，その上流域では地域ご
とにオオヨシノボリ，ルリヨシノボリ，クロヨシノボリ
およびトウヨシノボリを主体とする分布様式示すと考え
られる。一方，東京湾地域では，トウヨシノボリを主体
とする分布様式を示し，相模湾地域とは異なることが判
明した。また，一部河川では，国内外来種のカワヨシノ
ボリが見られ，その分布域の拡大が認められた。
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